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はじめに 
 本学 1 年生対象の英語の授業で使用している「Health Care Today」1という教科書は、まず「A 



























                                                   
1 Health Care Today-The New Edition（『英語で学ぶ医療と健康―新訂版』）、朝日出版社、2011
年。この教科書は、Introduction to Nursing(1989)というアメリカの看護学の本に基づいている。 
2 NPO 法人日本ホリスティック医学協会のホームページの冒頭に同様の考え方が紹介されている。
http://www.holistic-medicine.or.jp/holistic/ 
3 Smuts, Jan Christian. Holism and Evolution, London, Macmillan and Co. Limited, 1929. 『ホ
ーリズムと進化』玉川大学出版部、2005 年。スマッツ関連の引用には、この訳本のページを記す。 
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論する。18 世紀のモンペリエ学派の医者バルテスは、身体と精神を統合した「生命原理(le principe 
                                                   
4 Bachelard, Gaston. La Formation de l’esprit scientifique, Contribution à une psychanalyse de 
la connaissance objective, Paris, J.Vrin, 1938.『科学的精神の形成』平凡ライブラリー、平凡社、
2012 年。たとえば 18 世紀のフランスで、牛の糞の蒸留物が薬や化粧水として使われていた、とい
う記録についてバシュラールは、消化に対する価値付加作用を指摘する。消化は機能というより価
値の領域の中で説明され、価値の低いものに価値を与えるものだと考えられていたのである。 
5 Foucault, Michel. Naissance de la Clinique-Une archéologie du regard médical, Paris, P.U.F., 
1963. 『臨床医学の誕生』みすず書房、2011 年（この訳書の初刊は 1969 年）。  
6 たとえばレヴィ・ストロースは、『野生の思考』（みすず書房、1976）において、世界各地の未
開文明の構造分析により、社会構造によって秩序が規定されることを示した。 
7 Canguilhem, Georges. La connaissance de la vie, deuxième ‘edition revue et augmentée, Paris, 
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9 Canguilhem, Georges. Le Normal et le Pathologique, Paris, P.U.F., 1966. 『正常と病理』法政















































































9 Canguilhem, Georges. Le Normal et le Pathologique, Paris, P.U.F., 1966. 『正常と病理』法政
大学出版局、1987 年。この章および第 4 章と第 5 章の引用には、この訳本のページを記す。 
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